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化学変化・原子分子 名前

問1 鉄粉と硫黄の粉末を過不足なく反応させて硫化鉄を作るとき、鉄原子と硫黄原子はどのような割合で結びつきますか。硫化鉄のモデルを構成す
る原子の組み合わせとして正しい説明を選びなさい。 （2020年 静岡県公立入試 類似）

1.
鉄原子1個と硫黄原子1個が結びつく

2.
鉄原子1個と硫黄原子2個が結びつく

3.
鉄原子2個と硫黄原子1個が結びつく

4. 鉄原子2個と硫黄原子2個が結びつ
き、原子の総数が減少する

問2 水素と酸素を反応させる実験の結果、水素4mLと酸素4mLを混合して反応させると酸素が2mL残り、水素2mLと酸素4mLを混合して反応させる
と酸素が3mL残りました。この結果から、水素と酸素が過不足なく反応するときの体積比（水素：酸素）を求めなさい。 （2026年 群馬県公立入試 類似）

1. 二対一 2. 一対一 3. 一対二 4. 三対二

問3 化学変化の前後において、反応に関わった物質全体の質量の総和は変化せず、常に一定に保たれます。この法則を何といいますか。 （2020年

埼玉県公立入試 類似）

1. 定比例の法則 2. 気体反応の法則 3. 質量保存の法則 4. 倍数比例の法則

問4 水に塩化カルシウムを溶かした際、発生する熱によって水の温度が上昇します。溶かす水の量などの条件を一定にしたとき、加える塩化カルシ
ウムの質量と、水の最大上昇温度の関係について正しく述べたものはどれですか。 （2025年 山口県公立入試 類似）

1. 上昇温度は、溶かした塩化カルシ
ウムの質量に反比例する

2. 上昇温度は、溶かした塩化カルシ
ウムの質量に関わらず一定である

3. 上昇温度は、溶かした塩化カルシ
ウムの質量に比例する

4. 上昇温度は、溶かした塩化カルシ
ウムの質量の2乗に比例する

問5 マグネシウムの質量と、それが完全に反応してできた酸化マグネシウムの質量の比は 3：5
であることがわかっています。いま、マグネシウム粉末 1.50g
をステンレス皿に取り、十分に加熱してすべて酸化マグネシウムに変化させたとき、結合した酸素の質量は何gになりますか。 （2018年 奈良県公立入試

類似）

1. 0.60g 2. 2.50g 3. 0.90g 4. 1.00g

問6 鉄粉と硫黄の混合物を加熱したとき、一度反応が始まれば、ガスバーナーを遠ざけても反応が最後まで進行するのはなぜですか。その理由を説
明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2019年 石川県公立入試 類似）

1. ガスバーナーで熱せられた試験管
のガラスの余熱が、混合物全体を加
熱し続けるため

2. 反応によって生じた熱が周囲の物
質に伝わり、それが次の反応を引き
起こすため

3. 加熱によって生じた熱が試験管内
にこもり、硫黄を蒸発させて全体に
広げるため

4. 一度赤熱した鉄粉は、空気中の酸
素と反応してさらに高温になる性質
があるため

問7 ある質量の炭素粉末に対し、酸化銅を4.0g加えて加熱したところ、過不足なく反応が起こり、3.2gの銅が得られました。次に、これと同じ質量
の炭素粉末に対し、酸化銅を6.0g混ぜて同様に加熱する実験を行った場合、得られる銅の質量は何gになると考えられますか。 （2020年 富山県公立入試

類似）

1. 6.0g 2. 4.0g 3. 4.8g 4. 3.2g

問8 酸化銅を水素で還元して銅と水が得られる反応において、反応する水素と酸素の質量の比や、酸化銅に含まれる銅と酸素の質量の比は、実験の
スケールに関わらず常に一定である。このように、化合物を構成する成分元素の質量比が常に一定であるという法則を何というか名称を答えな
さい。 （2022年 富山県公立入試 類似）

1. 定比例の法則 2. 倍数比例の法則 3. アボガドロの法則 4. 質量保存の法則

問9 反応させる物質の質量を横軸に、発生した気体の質量を縦軸にとってグラフを作成した場合、そのグラフはどのような特徴を示しますか。化学
変化における物質の質量比の規則性に基づいて答えなさい。 （2025年 島根県公立入試 類似）

1. 原点を通らない右下がりの直線の
グラフ

2. 原点を通る直線のグラフ 3. 緩やかに上昇したあと、途中で水
平になるグラフ

4. 横軸に平行な直線のグラフ

問10 飲料の缶や一円硬貨の材料として広く利用されており、化学実験においては金属酸化物から酸素を奪う性質を持つ物質の名称として正しいもの
を選びなさい。 （2016年 茨城県公立入試 類似）

1. 鉄 2. 亜鉛 3. アルミニウム 4. マグネシウム

問11 銅粉をステンレス皿に広げて加熱し、完全に酸化させて酸化銅にする実験を行います。加熱を繰り返すと質量の増加が止まる理由と、その状態
から未反応の銅の質量を算出するための考え方として適切なものはどれですか。 （2026年 福島県公立入試 類似）

1. 空気中の酸素がなくなったため質
量が一定になり、減少した質量から
未反応の銅を算出する

2. すべての銅が酸素と結びついたた
め質量が一定になり、増加した質量
から反応した銅を逆算する

3. 酸化銅が分解して銅に戻り始めた
ため質量が一定になり、全体の質量
から酸素を差し引く

4. 銅の原子が熱で消滅したため質量
が一定になり、加熱時間と質量の比
例関係から算出する

問12 炭酸水素ナトリウムを加熱する実験において、発生した物質や試験管に残った物質を確認した結果を説明したものとして、正しいものはどれで
すか。 （2022年 岡山県公立入試 類似）

1. 発生した気体に火のついた線香を
近づけると激しく燃え、液体を青色
のリトマス紙につけると赤色に変わ
る。

2. 発生した気体に火のついたマッチ
を近づけると音を立てて燃え、液体
を赤色の塩化コバルト紙につけると
青色に変わる。

3. 発生した気体を石灰水に通すと白
く濁り、液体を青色の塩化コバルト
紙につけると赤色に変わる。

4. 発生した気体を石灰水に通すと白
く濁り、試験管に残った白い固体を
水に溶かしてフェノールフタレーン
溶液を加えると無色のままである。

問13 水素と酸素が結びついて水ができる化学変化は、電気エネルギーを取り出す装置である燃料電池の原理として利用されている。この化学変化を
化学反応式で正しく表したものはどれか。 （2025年 山梨県公立入試 類似）

1. 2H₂ + O₂ → 2H₂O 2. H + O → HO 3. H₂ + O₂ → H₂O₂ 4. 2H₂O → 2H₂ + O₂

問14 試験管内にある加熱された酸化銅に水素を吹き込んだ際、試験管の底に無色透明の液体が付着しました。この液体の正体と、その生成理由につ
いて正しく説明しているものを選びなさい。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. 酸化銅と水素が反応して、二酸化
炭素が発生し、それが冷えて液体に
なった

2. 吹き込まれた水素が試験管内で冷
やされ、液体の水素に変化した

3. 酸化銅から奪われた酸素が水素と
結びついたため、水が発生した

4. 酸化銅が分解されたことによって
、酸化銅に含まれていた水が染み出
した
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

鉄原子1個と硫黄原子1個が結びつく
化学反応において、物質を構成する原子の種類と数は決まっており、硫化鉄の場合は鉄原子1
個と硫黄原子1個が1：1の割合で結びつくことで、ひとつのまとまり（モデル）を形成します
。

問2 答え 1
二対一

最初の実験では、水素4mLに対して酸素が（4mL - 2mL =
）2mL反応しています。次の実験では、水素2mLに対して酸素が（4mL - 3mL = ）1mL反
応しています。いずれのケースにおいても、反応した水素と酸素の体積を比較すると「4：2」
および「2：1」となり、水素と酸素は常に二対一の体積比で反応していることがわかります。

問3 答え 3
質量保存の法則

化学変化の前後で、反応に関わる物質全体の質量の和が変わらないという決まりを質量保存の
法則と呼びます。これは、化学変化によって原子の組み合わせは変わるものの、原子の種類や
数は変化しないために成立する法則です。紛らわしい「定比例の法則」は、化合物を作る成分
元素の質量比が常に一定であるという別の法則を指します。

問4 答え 3
上昇温度は、溶かした塩化カルシウムの質量
に比例する

物質が水に溶けるときに発生または吸収する熱を溶解熱といいます。発生する熱量は溶かした
物質の量（質量）に比例するため、その熱によって温められる水の温度上昇も、溶かした物質
の質量に比例します。この関係をグラフに表すと、横軸に質量、縦軸に上昇温度をとった場合
、原点を通る一直線になります。

問5 答え 4
1.00g

マグネシウムと酸化マグネシウムの質量の比が 3：5 であるとき、結合した酸素の割合は 5 -
3 = 2 となります。つまり、マグネシウムと結合する酸素の質量の比は 3：2
です。マグネシウム 1.50g に対して結合する酸素の質量をxとおくと、3：2 ＝ 1.50：x
という比例式が成り立ちます。これを解くと、3x = 3.00 より x = 1.00g と求められます。

問6 答え 2
反応によって生じた熱が周囲の物質に伝わり
、それが次の反応を引き起こすため

鉄と硫黄の反応は激しい発熱を伴います。このとき生じた熱が、まだ反応していない隣り合う
混合物を加熱するのに十分なエネルギーを持っているため、加熱を止めても次々と反応が連鎖
していきます。これは発熱反応が自発的に継続する代表的な例です。

問7 答え 4
3.2g

炭素の質量が一定であるとき、酸化銅4.0gで炭素がすべて使い切られ、3.2gの銅が生成され
ます。酸化銅を6.0gに増やしても、反応相手である炭素がすでに不足しているため、実際に反
応に寄与するのは酸化銅4.0g分にとどまります。したがって、生成される銅の量はそれ以上増
加せず、炭素がちょうど反応しきったときと同じ3.2gとなります。

問8 答え 1
定比例の法則

複数の元素が結びついて化合物をつくる際、それらの元素の質量の比は常に一定になるという
原理を定比例の法則と呼ぶ。例えば、水であれば水素と酸素の質量比は常に1：8であり、この
法則があることによって、原子1個あたりの質量比（原子量）を用いた定量的な計算が可能に
なる。

問9 答え 2
原点を通る直線のグラフ

反応する物質の質量と生成する物質の質量の比は常に一定です。反応前の物質が0gであれば発
生する気体も0gであり、物質の質量が増えるにつれて気体の質量も一定の割合で増加していく
ため、その関係をグラフに表すと原点を通る直線のグラフになります。

問1
0

答え 3
アルミニウム

アルミニウムは、その軽さや加工のしやすさから一円硬貨や飲料缶の材料に用いられています
。化学的には酸素と非常に結びつきやすい性質を持っており、他の金属の酸化物から酸素を奪
う役割を果たすことができます。

問1
1

答え 2
すべての銅が酸素と結びついたため質量が一
定になり、増加した質量から反応した銅を逆
算する

銅粉を加熱すると空気中の酸素と結びついて酸化銅に変化しますが、用意した銅がすべて反応
し尽くすと、それ以上酸素と結びつくことができないため質量は一定になります。反応が途中
の場合は、質量保存の法則に基づき、増えた質量（結びついた酸素）と「銅：酸素＝4：1」と
いう比例関係を利用することで、反応済みの銅と未反応の銅をそれぞれ特定することが可能で
す。

問1
2

答え 3
発生した気体を石灰水に通すと白く濁り、液
体を青色の塩化コバルト紙につけると赤色に
変わる。

炭酸水素ナトリウムの熱分解によって発生する二酸化炭素は石灰水を白く濁らせる性質があり
、同時に発生する水は青色の塩化コバルト紙を赤色（桃色）に変える性質があります。試験管
に残った炭酸ナトリウムは水に溶けるとアルカリ性を示すため、フェノールフタレーン溶液を
加えると赤色に変化します。

問1
3

答え 1
2H₂ + O₂ → 2H₂O

水素分子（H₂）2個と酸素分子（O₂）1個が反応すると、水分子（H₂O）2個が生成される。
この反応は、物質が持つ化学エネルギーを直接電気エネルギーに変換する燃料電池の根幹とな
る反応であり、水の電気分解とは逆の反応である。

問1
4

答え 3
酸化銅から奪われた酸素が水素と結びついた
ため、水が発生した

加熱された酸化銅に水素を反応させると、酸化銅から酸素が取り除かれて銅になります。この
とき、取り除かれた酸素は水素と結びついて水（H₂O）となり、試験管の壁面や底に液体とし
て現れます。


